
公募型学校推薦選抜 出題のねらい

英　語�
募集要項に記載されています通り、英語①は標準的なレベルで

総合的な英語力をはかる問題とし、英語②は特に英語力を必要と
する学科が選択問題として指定する問題であり、英語①と比較し
て難易度はやや高めとしています。
基礎評価型-英語①
Ⅰはアメリカ合衆国最高裁判事にまでなったR.B.ギンズバーグ

に関する内容の長文読解問題です。背景知識を駆使しながら、未
知語を推測する問題をはじめ、本文の文脈を把握していないと正
答を導くことができないように設定しています。リーディング力
を測定するため、主軸とする問題は内容に関する正誤問題や、内
容理解確認問題を中心に設定しています。日々の授業でのリーディ
ングの鍛錬が試されます。
Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設

定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。いずれも高等学校で学習する基本的なものが
中心となっています。
Ⅲの英作文問題では、日本語文の内容を英訳する整序問題です。

高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイディ
オム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文法の
総合的な正確さを測定するための問題として設定しています。日
ごろの英語学習からアウトプットする練習をしておきましょう。
基礎評価型-英語②
Ⅰは映画製作の歴史に関する内容の長文読解問題です。英語の

難易度をやや上げることで基礎評価型-英語①との差異を出して
います。簡単なフレーズの意味を問うような問題に見えるものも、
本文の文脈を把握していないと正答を導くことができないように
設定しています。リーディング力を測定するため、主軸とする問
題は内容に関する正誤問題や、内容理解確認問題を中心に設定し
ています。日々の授業でのリーディングの鍛錬が試されます。
Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設

定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。日ごろの英語学習の中で時制や態に注意して
英語に接するようにしましょう。
Ⅲの英作文問題では、日本語文の内容を英訳する整序問題です。

高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイディ
オム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文法の
総合的な正確さ、さらに日本語の意図を理解できて英訳している

かを測るための問題として設定しています。重要構文と呼ばれる
問題も日ごろの英語学習から練習しておきましょう。
総合評価型-英語①
Ⅰはアフリカにおける象と人間の共存に関する内容の長文読解

問題です。幾つかの穴埋め問題では、前後の文脈を把握していな
いと正答を導くことができないように設問しています。リーディ
ング力を測定するため、主軸とする問題は内容に関する正誤問題
や、内容理解確認問題を中心に設定しています。日々の授業での
リーディングの鍛錬が試されます。
Ⅱの文法問題では、語彙をはじめ、イディオムを問う問題も設

定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。いずれも高等学校で学習する基本的なものが
中心となっています。
Ⅲの英作文問題では、日本語文の内容を英訳する整序問題です。

高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイディ
オム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文法の
総合的な正確さを測定するための問題として設定しています。日
ごろの英語学習からアウトプットする練習をしておきましょう。
総合評価型-英語②
Ⅰは世界における様々な娯楽やゲームとその変遷と伝播に関す

る内容の長文読解問題です。英語の難易度をやや上げることで総
合評価型-英語①との差異を出しています。幾つかの穴埋め問題
では、語彙力や文法力を必要とするのみならず、本文の文脈を把
握していないと正答を導くことができないように設定しています。
リーディング力を測定するため、主軸とする問題は内容に関する
正誤問題や、内容理解確認問題を中心に設定しています。日々の
授業でのリーディングの鍛錬が試されます。
Ⅱの文法問題では、語彙をはじめイディオムを問う問題等も設

定しています。文法についてはシステムを知っていれば解答でき
るのではなく、文脈を把握していて正答を導くことができるもの
を設定しています。日ごろの英語学習の中で時制や態に注意して
英語に接するようにしましょう。
Ⅲの英作文問題では、日本語文の内容を英訳する整序問題です。

高等学校で学ぶ語彙や文法を使ってできる英作文を、時制やイディ
オム、語順などに気を付けて並べ替える問題です。語彙と文法の
総合的な正確さ、さらに日本語の意図を理解できて英訳している
かを測るための問題として設定しています。重要構文と呼ばれる
問題も日ごろの英語学習から練習しておきましょう。

数　学�
全体を通して

大問が全部で３題で、それぞれ独立した分野の問題になっていま
す。各分野について、教科書の基礎事項が理解できているかどう
か。また、それらの知識を応用した、思考力が必要な問題にも対応
できるかどうか。このような力をみることを狙いとしています。

全問マークシート式であるため、答えだけが合っていれば正解
ですが、前問が次の問題を解くヒントになっていることもあり、
出題の流れにうまく乗ることで解答がしやすくなる場合もありま
す。日頃の問題演習では、基礎的な学力に加え、問題全体を広く
みて先を見通す力を養っておくことが、問題攻略のカギとなります。
基礎評価型-数学①
第１問：数と式、整数の性質の分野の問題です。

[１]は必要条件か十分条件かを判定する問題であり、その方
法や、命題の真偽の判断が正しくできるかをみるための基本的

な問題です。「かつ」「または」という用語の理解や不等式の成
立・不成立の判断力をみています。[２]は整数の約数の個数に
関する問題で、素因数分解を利用して正しい個数を数え上げる
ことができるか、後半では和集合を正しく把握できているかど
うか、その知識を問うことを狙いとした問題です。

第２問：２次関数の分野の問題です。グラフの軸や頂点の位置、
最大値・最小値、グラフとx軸との位置関係など、この分野で
は典型的な内容の出題で、２次関数の基本的な考え方やその応
用力をみるための問題といえます。本問では、(１)でa、bの値
を求めたあと、これを用いて次の問題を解くため、(１)の正解
が必須となります。それゆえに慎重に取り組む必要があります。
(２)～(４)は２次関数の問題ではよく出題される内容のもので、
標準的な問題に対応できる力をみています。

第３問：図形と計量の分野の問題です。三角形と外接円が与えら
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れ、三角比の定義や正弦・余弦定理、また円周角の定理などの
基本的な公式を利用して値を求めていく中で、必要な条件や性
質をうまく応用する力が求められます。この問題では、(１)や
(２)で求めたことが(３)で利用できる形の問題であり、さらに、
設問文の中に問題の解法手順のヒントとなるものが与えられて
おり、本質を正しく捉えて解き進めていけるかどうか、そのよ
うな力をみています。

基礎評価型-数学②
第１問：微分法・積分法の分野の問題です。３次関数の極大・極

小、接線の方程式、曲線と直線で囲まれた部分の面積など、こ
の分野での標準的な内容といえる出題構成です。微分法・積分
法での基礎事項の理解度と、それに応じた正確な計算力が求め
られています。この問題ではリード文に定積分の等式が与えら
れており、まずはその処理を正確におこなわなければ得点でき
ない構成になっているので、そのことにも注意が必要です。(３)
では接線の方程式を決定してから、図形の面積を求める問題で、
微分法・積分法の分野では頻出の内容であるといえます。微積
分の標準的な知識や対応力をみています。

第２問：ベクトルの分野の問題です。三角形と２つのベクトルが
与えられ、内積の定義やその計算、垂直条件や位置ベクトルの
表し方など、ベクトルの分野の中での重要事項・頻出事項の問
題の処理能力を問う問題です。図形の中に垂直条件がある場合
における、必要な知識やその条件の使い方など、文章中に解答
の流れを示してあることに着目して正しい方針で対応できるか
どうかをみています。

第３問：図形と方程式の分野の問題です。座標平面上に円と直線
が与えられている場合に、これらの位置関係や共有点、点と直
線の距離や、不等式で表された領域の図示と最大・最小に関す
る問題など、この分野での様々な知識とその活用力が問われる
内容となっています。さらに、(２)や(３)では三角形やおうぎ
形などの図形の性質にも着目して解答する問題もあり、発想や
応用力が必要な問題構成となっています。このような問題に対
処できる力をみています。

総合評価型-数学①
第１問：場合の数と確率の分野の問題です。さいころを何回か投

げる場合の、その出た目に関する確率を求めることが問われて
おり、基本的な場合の数を数え上げるという方法に加えて、整
数の倍数や偶数・奇数に関する知識や反復試行の考え方が必要
となります。また、後半には条件付き確率の問題が出題され、
定義を正しく理解し運用できるかが問われています。全般的に、
状況に応じていろいろな切り口から確率を求めることができる
か、ということを狙いとした問題で、確率の問題に対する思考
力や応用力をみています。

第２問：図形と計量の分野の問題です。三角形と外接円が与えら

れ、三角比の定義や正弦・余弦定理、また円に関する性質など
の基本的な定理・公式を利用して値を求めていく中で、必要な
条件や性質をうまく応用する力が求められます。この問題では、
先に求めたことがらを次の設問で利用できる形になっており、
そのようなことを見越して問題を解いていくことが必要です。
(３)では、問われている状況を正しく捉える力と、その中で、
解くために必要な情報を活用して解き進めていく力の有無をみ
ています。

第３問：２次関数の分野の問題です。２次方程式の実数解の条件
や、最大値・最小値などをテーマとする内容で、２次関数のグ
ラフの軸の位置や、x軸との位置関係、どの位置でx軸と交わる
かなどを検証できるかどうかがこの問題で問われています。２
次関数の問題としては頻出の内容で、典型的な問題であり、そ
のような標準的な問題が確実に解けるかどうかをみています。

総合評価型-数学②
第１問：微分法・積分法の分野の問題です。定積分の計算、接線

の方程式、曲線と直線で囲まれた部分の面積などをテーマとし
た出題構成です。この問題では、リード文で与えられた定積分
を含む関数において、(１)でその処理方法について問うており、
その知識の有無をみています。(１)で間違えてしまうとそれ以
降が得点できない形になっているので、注意が必要です。(２)
～(４)ではそれぞれ独立した問題で、この分野では標準的なレ
ベルの問題であり、微積分の基礎事項の確認と、その計算力を
問う設問となっています。

第２問：数列の分野の問題です。等差数列、等比数列、階差数列、
Σで表された数列の和などに関する問題であり、リード文に与
えられた等差数列の条件から、正しく一般項を求めることが問
われ、第１問と同様に、(１)で間違えてしまうとそれ以降が得
点できない形になっています。そのため、設問の流れをみて、
慎重に計算していくことが大切です。(２)と(３)ではそれぞれ
独立した問題で、等比数列、階差数列、Σで表された数列の和
という内容の中でやや思考力を問う形式になっており、問題文
で問われた内容を把握し、必要な情報を引き出す力が必要です。
そのような学力をみることが狙いの問題となっています。

第３問：三角関数の分野の問題です。図形が与えられ、その中で
三角関数を利用して線分や図形の面積を式で表し、それらを関
数とみなして考察するという内容の問題で、小問の順に段階を
踏んで展開する形式になっています。問題文が解答の流れを示
していることに着目し、正しい解法手順で解き進めることやそ
の計算の正確性などが必要とされる問題です。三角関数の式を
変形する際には、２倍角の公式や三角関数の合成などを正しく
活用できるかがポイントであり、この問題ではそのことを重要
視しています。

生　物�
基礎評価型
Ⅰ：免疫

免疫のうち、おもに適応免疫（獲得免疫）についての知識や理
解をみる問題です。マウスの移植実験を題材に、実験結果と免疫
に関する知識や理解をもとに判断、考察する力などもみています。
Ⅱ：体液の恒常性

肝臓の構造とはたらきについての知識や理解をみる問題です。
また、セクレチンを発見した実験を題材に、ホルモンによる調
節についての理解を問うような内容なども出題しています。
Ⅲ：代謝

異化をテーマに、アルコール発酵、呼吸についての知識や理
解をみる問題です。また、光合成をテーマに、与えられた条件
とグラフから読み取れることを合わせて考察する力をみるよう
な内容なども出題しています。
Ⅳ：植物の花芽形成、花器官の形成

光周性の実験を題材に、光周性に関連した知識や理解、実験

結果から考察する力をみる問題です。また、花の構造の決定に
関わるABCモデルを題材に、その理解もみています。
Ⅴ：DNAの複製

DNAの複製について、半保存的複製の理解や、理解をもとに
考察する力をみています。また、複製の過程についての知識や
理解、PCR法についての知識や理解もみています。

総合評価型
Ⅰ：遺伝子の本体と構造

遺伝子の本体と構造についての知識や理解をみる問題です。
肺炎球菌（肺炎双球菌）の実験に関連した内容の理解や、シャ
ルガフの規則をもとに考察する力などをみています。
Ⅱ：血液

血液の成分についての知識や理解をみる問題です。また、血
液の循環を題材に、その知識や理解、知識とグラフをもとに判
断する力、酸素解離曲線の理解をもとにした考察力などもみて
います。
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抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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●●科数学 〔●方式〕数学〔総合評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語
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